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論文内容の要旨
コンピュータ。グラフィクス (CG)を活用し，データが
持つ特性を視覚的表現によって伝える可視化技術
(Visualization technology)の重要性が増して来てい
る.要求の多様性と共に視覚化技術は発展し， ICT 
(Information and Communication Technology)の技術
革新と結びつき，可視化された画像・音声・動画等の情
報を送受信することが可能になったまた携帯情報端
末の普及により，可視化高機能を持つ携帯アプリケー
ションの開発が求められている.
そうした社会背景を元に 本論文は大きく 3つの方
向性を持つ微細形状の可視化再構成.次に商庖街活性
化のための情報視覚化の試み 最後に，可視化高機能を
持つ携帯情報端末を用いた自閉症児のためのコミュニ
ケーション支援ツールの研究開発である.
私の研究は方法論ではなく，実際の対象に適応させ，現
場で人が使い，どのように情報技術が活用されるのかを
調べ，問題点をみつけてフィードパックして展開してい
くものである.
本論文は 6章から構成されている.
第1章は序論で，研究背景，研究目的などを述べてい
る
第2章では，簡易方式による 3次元オブジェクトの可
視化のためのコンピュータ観測とデータ取得について説
明する.三次元コンビュータグラフィックスの制作プロ
セスは，形状データを定義・作成するモデリングと，形状
データから画像を出力するレンダリングに大別される.
よりフォトリアリスティックで高精度な自動形状モデリ
ングのための多く研究が進められている. しかし，画像
処理を計測工学・精密工学に応用しょヨとするものや形
状復元の問題のみを扱うものが大半である.本論文では，
プロジェクターから水平方向のライン(スキャンライン)
を複雑な起伏に投影し，湾曲したラインをベースパネル
に投射した場合と比較し Webカメラで撮影，解析して
顔面の形状を取得した.取得した三次元形状データを一
般的な3DCGアプリケーションにフォーマットDXFで出力
し，顔面形状のモデリングが可能となった.
第3章ではそのスリット光切断法をさらに発展させ，
簡易方式による 3次元オブジェクトのコンヒ。ュータグ
ラフィックスによる可視化再構成を説明する.カメラ
の距離を対象物体に近づけ 3台のWebカメラを用いる
ことでより正確なデータを取得することで，画素数が
低いカメラでも高精度のラインを抽出することが可能
になり，ツルレイシ(ニガウリ)の微細突起形状を，一般
的な3DCG制作において基準を満たす，詳細部復元の可視
化再構成の手法を説明する.
第4章では，商唐街情報の可視化のための情報取得
を説明する.高!吉街活性化を軸に，インターネットを用
いた情報の鮮度の視覚化とデータベース処理システム
を構築した.我々は，約400の商j吉主がインターネット
上にコメントをダイレクトに掲載し，様々なインターフ
ェースを通して閲覧できる「コメントアップロードシス
テム」を構築した.汎用 CMS(ContentsManagement 
System)の1つ"XOOPS "を情報管理システムの構築に
使用し，そこから出力される RSS(RDF Site Summary) 
により， 400庖舗の情報の管理と統合を行い，画期的な
アイデアとデザインの詰まった大規模商居街サイトを
構築したまた各商庖主のモチベーションを上げるため
に，最新情報の上位のみを反映させ，各自の露出度を競
わせることで各匝舗からの最新情報の更新を促すこと
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に成功した.Google Analyticsの解析を元lこ，改良を加
え，セッション数，滞在時間，ページピューを大幅に向
上させた.その手法と変遷を説明する.
第5章では，可視化高機能を持つ情報処理端末用コ
ミュニケーション支援アプリケ}ション Nねえ、きいてo
mの開発について説明する グねえ、きいてomは，自閉
症や失語症などコミュニケーションに障害のある人の
使用を目的としたPDA(P巴rsonalDigital Assistant 
=携帯情報端末)用のAAC(補助代替コミュニケーシ
ョン)アプリである スマ)トフォンなどの携帯情報端
末が自閉症や言語障害のある方の支援になるというこ
とで教育現場でも使われ始めた. AAC(補助代替コミ
ュニケーション)アプリは既にいくつか開発されている
がF 様々な機能が増えている反面，複雑すぎて使いづら
く高額なため，現場では十分に生かしきれていないと
いうのが現状である.そこで，こうした障害のある方が
より気軽にハイテク機器を活用し，コミュニケーショ
ンの喜びを感じるよう，安価で操作が簡単な携帯情報
端末用AACアプリリケーションの設計。開発を行った
デザインと携帯情報端末のテクノロジーとの融合が，コ
ミュニケーションのバリアフリー化を可能にすると考
え，デザインをサポートするテクノロジ-テクノロジ
ーを活かすデザインを目指した.
最後に第6章で，これらの研究から得られた結果をま
とめる.
論文審査結果の要旨
鳥居一平君の論文「情報の観測、可視化および情報
処理端末への応用に関する研究」は、コンビュータ。グ
ラフィクス(CG)を活用し，データが持つ特性を視覚的
表現によって伝える可視化技術 (VisualizationTech-
nology)について、幅広い分野での活用を提示するとと
もに、その具体的応用についての研究を行った結果をま
とめたものである.
本論文は， 6章から構成されている
第 1章は序論であり，研究の背景と目的を述べ、導入
を行っている.
第2章では3簡易方式による 3次元オブジェクトの可
視化のためのコンビュータ観測とデータ取得について
説明するー三次元コンビュータグラフィックスの制作プ
ロセスは，形状データを定義・作成するモデリングと，形
状データから画像を出力するレンダリングに大別され
る.よりフォトリアリスティックで高精度な自動形状
モデリングのための多くの研究が進められている.本
研究では，オーソドックスなスリット光切断法を採用
しこれに独創的工夫を加えることにより実場面で有用
なシステムを構築している。プロジェクターから水平方
向のライン(スキャンライン)を複雑な起伏に投影し，
湾曲したラインをベースパネルに投射した場合と比較
し， Webカメラで撮影，解析して顔面の形状を取得し
た. 取得した三次元形状データを一般的な3DCGアプ
リケーションにフォーマットDXFで出力し，サブディ
ビジョンサーフェスを適用することで，実用的な顔面
形状のモデリングが可能となることを実証した.
第3章ではスリット光切断法をさらに発展させ，複
雑な微細表面形状を有する物体の三次元形状計測を行
うシステムの構成を提案し、実験によってその有効性を
確認するとともに、計測された 3次元オブジェクトのコ
ンビュータグラフィックスによる可視化再構成につい
て述べている.カメラの距離を対象物体に近づけ，複数
台のWebカメラを用いてE確なデータを取得すること
で，画素数が低いカメラでも高精度のラインを抽出す
ることを可能とした。 非常に複雑な微細表面形状を有
するツルレイシ(ニガウリ)の三次元形状を実用上十分
な制度で計測し、それをコンピュータグラフィックスに
よりフォトリアリスティックな画像として可視化再構
成することに成功した.
第4章では，商庖街情報の可視化のための情報取得
を説明する.商居街活性化を軸に，インターネットを用
いた情報の鮮度の視覚化とデータベース処理システム
を構築した.約400の商庖主がインターネット上にコメ
ントをダイレクトに掲載し，それをユーザが様々なイ
ンターフェースを通して閲覧することができる「コメン
トアップロードシステム」を構築した.ここでは汎用
CMS(Contents Management System)の1
つ "XOOPS"を情報管理システムの構築に使用し，そ
こから出力される RSS(RDF Site Summary)1.0は，
RDF(Resource Description Framework)を受け，
XML(Extensible Markup Language)として定義され
る.RDFは，情報を主語・述語・目的語に分割し，有向
グラフとしてテキストに記録し， 400庖舗の情報の管理
と統合を行う.これにより画期的なアイデアとデザイ
ンの詰まった大規模商居街サイトを構築した.
第5章では，可視化高機能を持つ，コミュニケーショ
ン支援アプリ "Let'sTalk!"の情報処理端末の開発につ
いて述べている "Let'sTalk!"は，自閉症や失語症など
コミュニケーションに障害のある人の使用を目的とし
たPD A(Personal Digital Assistant=携帯情報端末)
用のAAC(補助代替コミュニケーション)アプリであ
る.スマートフォンなどの携帯情報端末が自閉症や言
語障害のある人の支援になるということで教育現場で
も使われ始めた.AAC(補助代替コミュニケーション)
アプリは既にいくつか開発されているが，様々な機能
が増えている反面，複雑すぎて使いづらく高額なため，
現場では十分に生かしきれていないというのが現状で
ある.そこで，こうした障害のある人がより気軽にハイ
テク機器を活用し3 コミュニケーションの喜びを感じ
るよう，安価で操作が簡単な携帯情報端末用AACア
プリリケーションの設計・開発を行った.このアプリ開
発は I・ー したいJ I・ほししリといった基本的な要求
を容易に伝えられることを念頭において制作に取り組
み，使用場面を「要求」に絞ることで，より的確にスピ
ーディーに自分の意思を伝えることができる.その結
愛知工業大学研究報告第47号平成24年， Vol.47， Mar. 2012 
果，機能が最小限に押さえられ，より簡単な操作が可能
になった.ワンタッチで要求が伝えられる簡便さは，他
のコミュニケーションアプリには見られない利点であ
る.デザインと携帯情報端末のテクノロジーの融合が
コミュニケーションのバリアフリー化を可能にすると
基本概念のもとで，デザインをサポートするテクノロ
ジー，テクノロジーを活かすデザインの実現を目指し、
実際に達成してきている.
最後に第6章で，これらの研究から得られた結果をま
とめ、今後の展望を含め考察を行っている.
このように、鳥居一平君の論文「情報の観測、可視化
および情報処理端末への応用に関する研究」は、コンピ
ュータ@グラフィクス(CG)を活用し，データが持つ特性
を視覚的表現によって伝える可視化技術
(Visualization Technology)について、幅広い分野で
の活用を提示するとともに、その具体的応用についての
研究を行った結果をまとめたものであり、実用を前提と
した独創性に富むとともに、学術上、産業応用上寄与す
る様々な内容を含んでいる。以上を鑑みて、本研究は高
い水準の優れた論文で、あると評価することができ、本論
文の著者鳥居一平君は博士(経営情報科学)の学位を受
けるに十分な資格を有するものと判断される。
(受理平成24年2月27日)
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